
講演者/パネリスト

S-2:特別セッションⅡ（大学執行部セッション）

文部科学省が主導する「URAに係る質保証制度の構築に向けた調査研究」では2020年
度に制度設計およびFundamentalレベルの研修とCoreレベルの研修・認定が試行され、
2021年度には認定機関の設置および本格的な研修と認定制度の運用が開始される予
定です。また、平行してAdvanceレベルの研修と認定制度も検討される予定です。

基調講演では、イノベーションを推進する大学の役割とURAへの期待の観点からURA
質保証制度の意義について、講演者よりご紹介頂きます。

話題提供では、2020年度にURA質保証制度の調査研究事業を受託した金沢大学におけ
る取組や、同事業におけるアンケートの調査結果を共有化します。

パネル討論では、URA質保証制度の構築に向けた調査研究の協力者会議の委員の方々
にもご登壇頂き、URA質保証制度の活用やURAへの期待などをご議論頂きます。

開催日時・会場 ９月１４日（火曜日） １３：３０– １５：００ ２階中ホール

大学の研究力強化に資するURA認定制度の
あり方について2021

下岡 有希子：文部科学省・科学技術・学術政策局
産業連携・地域支援課 産業連携推進室・室長

2003年文部科学省入省。初等中等教育局特別支援教育課係長、大臣官
房行政改革推進室係長、研究振興局学術研究助成課専門官、高等教育
局学生・留学生課課長補佐、千葉県野田市教育委員会教育長、文化庁
長官官房政策課課長補佐、人事院短期在外研修、初等中等教育局健康
教育・食育課課長補佐を経て、2021年4月から現職。
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講演者/ファシリテーター

稲垣美幸：金沢大学・先端科学・社会共創推進機構・

准教授

金沢大学大学院自然科学研究科修了。博士（学術）、2007年から金沢大
学でURA（当時はそのような名称なし）として業務従事。博士研究員、
助教を経て現職。文部科学省令和元年度科学技術人材養成等委託事業
「リサーチ・アドミニストレーターに関る質保証制度の構築に向けた調
査研究」、令和2年度文部科学省令和元年度科学技術人材養成等委託事
業「リサーチ・アドミニストレーターの認定制度の実施に向けた調査・
検証」の実施責任者として、URA関係団体の協力を得て事業を実施。令
和元年度からはRA協議会事務局長も務める。

永田恭介：学術研究懇談会（筑波大学）・学長

1981年東京大学大学院薬学研究科博士課程修了（薬学博士）、1981年
アルバート・アインシュタイン医科大学博士研究員、1984年 スローン
ケタリング記念癌センター研究員、1985年 国立遺伝学研究所分子遺伝
研究系・助手、1999年 東京工業大学大学院生命理工学研究科・助教授、
2001年 筑波大学基礎医学系・教授、2012年 筑波大学学長特別補佐、
2013年より現職。専門分野は分子生物学。
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山崎 光悦：金沢大学・学長

1976年金沢大学大学院工学研究科修士課程修了、1976年金沢大学工学部
助手、1985年助教授、1994念教授、1989年～1990年文部省在学研究員
(カリフォルニア大学サンタバーバラ校）、2010年～2012年理工学研究
域長・理工学域長、2012年理事（研究・国際担当）・副学長、2014年よ
り現職。専門分野は機械工学。
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